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上 天 草 総 合 病 院 理 念 

信頼される地域医療 
基本方針 

1．私達は患者様中心の医療をめざします。 
2．私達は、地域に根ざしたこころあたたかな医療を提供します。 
3．私達は、患者様に快適で安全・安心な医療を提供します。 
4．私達は、退院後も安心して療養できる病院をめざします。 
5．私達は、常に自己研鑽に努め、医療水準の向上に励みます。 
6．私達は、健全な病院経営をめざします。 

 

 地域医療連携通信 

上天草市立上天草総合病院 

２０１８（平成３０年）４月号（第１３８号） 

上天草市立上天草総合病院 地域医療支援部 

  FAX ： ０９６９－６２－１５４７（直通） 

住所：８６６－０２９３ 熊本県上天草市龍ヶ岳町高戸１４１９－１９ 

電話：０９６９－６２－１１２２（代） FAX：０９６９－６２－１５４６（代）  

   URL ： http://www.cityhosp-kamiamakusa.jp/ 

   Eメール ； kamiama@cityhosp-kamiamakusa.jp 

   発行責任者：地域医療支援部長 福田 誠 

 2018年4月1日付けで上

天草市立上天草総合病

院院長を拝命しまし

た、脇田富雄です。鹿

児島県沖永良部島出身

で、血液型 O 型、みず

がめ座、昭和37年2月6

日生まれの56歳です。

熊本マリスト学園高校

から自治医科大学医学

部に進学し、昭和61年

に卒業後、熊本赤十字病院、大矢野町湯島診療所、

球磨郡公立多良木病院、熊本赤十字病院、松島町国

保教良木診療所、龍ヶ岳町立上天草総合病院、球磨

郡公立多良木病院、医療法人鶴友会鶴田病院、上天

草市立上天草総合病院、球磨郡公立多良木病院、と

鶴田病院以外は熊本県の地域の病院・診療所に勤務

し、この度上天草市立上天草総合病院に三たび赴任

することとなりました。どうぞよろしくお願い申し

上げます。 

 昨年度は蓮尾友伸先生が病院事業管理者と病院長

を兼務されていましたが、本年度以降は、病院事業

管理者蓮尾友伸先生、病院長脇田の体制で臨んでい

くこととなります。昨年度、蓮尾先生が年度目標と

して、1. 明るく元気な病院にしましょう、2. 多職種

連携による在宅医療・介護を推進し、理想の地域包

括ケアシステムの完成を目指しましょう、と掲げて

おります。平成30年度は、さらに一歩踏み込んで、

明るく元気な病院にするためにどうすればいいの

か、地域包括ケアシステムを完成するためにはどう

すればいいのかを、病院職員が一緒になって、そし

て医療機関、行政、地域住民が一体になって考え、

意見を出し合える機会を作っていきたいと思ってい

ます。 

 平成19年4月にがん対策基本法が施行され、 癌に

対する対策は進んできました。しかし、高齢者にな

ると増加する心疾患、脳卒中などの循環器疾患に対

する対策は、十分には施されないまま、団塊の世代

が75歳以上になる2025年に地域医療構想が進められ

てきました。今後、高齢者が多くなれば、特に75歳

以上の後期高齢者が増加する都市部では循環器疾患

がさらに増加することは明らかなことだと思われま

す。すでに高齢者の人口の絶対数がピークに達した

地方では、これから10年程度はほとんど高齢者の絶

対数は変わらないと考えられています。つまり高齢

者人口という点から考えると、地方は都市部と比較

すると20年くらい先を進んでいるわけです。我々の

住んでいる地方での取り組みとして、住民、職員に

とって魅力のある明るく元気な病院づくりを、住

民、病院、医療機関、行政が一体となって、考えて

いきたいと思いませんか。皆さんのご理解とご協力

をお願い申し上げ、私の院長就任のご挨拶とさせて

いただきます。  

 

        就任のご挨拶                  
病 院 長    脇田 富雄 
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きららの里排泄委員会開催時、「あそこのトイレが

よく汚れている」「どうにかならないか」という意見

が聞かれた。後日確認するとほぼ毎日、ある利用者の

排尿により便器、床の広範囲に尿汚染が見られた。 
 声には出せないが「もーーー！！」、「また掃除せ

なんとかい！！」、「掃除している暇はないのに…」

などの声も聞かれ、排泄委員会で対策をとることにし

た。 
近年コンビニやデパートのトイレでよく見かける

「いつもきれいに使用していただきありがとうござい

ます」のポスター。このポスターの効果で利用者様の

排泄行為及びトイレの汚染状況がどのように変化して

いくか。検証し、ここに報告する。 

対象者  パンツ使用者１名 女性        

     認知症 歩行自立 尿便意は保持 
研究期間 平成29年10月29日～平成30年1月31日 
研究方法 尿汚染の範囲、時間、排泄時の衣類、姿  

     勢の把握をするため、汚染状況チェック 

     表を作成し、汚染状況の確認を行った。 

トイレの汚染の状況は少量の時もあるが、広範囲に

汚染が見られることが多い。時には（図1右）赤線の

範囲（約１m四方）に及んだ。 

まず、コンビニなどのトイレに表示してある一般的

な文言のポスターを作製し掲示した（図2）が、１３

日中８日間に汚染が見られ、ほとんど効果は見られな

かった。 

ポスター①でほとんど効果が見られなかった為、

「直接的な表現」へ変更と便座正面にもポスター（図

3）を追加し検証した。その結果、２４日間中１７日

で汚染なしの日があり大きな効果があったと言える。

しかしまだ、広範囲の汚染が数回あり、「いつもきれ

い」とはいいがたい状況であった。 

そこで、中腰姿勢での排泄の際に、尿がうまく便器

の中に納まらず広範囲に汚染してしまうのではないか

と考え、便座の前に足跡マークを作成し、立ち位置の

統一を行った（図4）。その結果、１３日間中広範囲

の汚染が０日となり、汚染がない日も９日、少量４日

とかなりの効果があった。 
今回、掃除などの手間を省くためにどうすればよい

か考え、作成したポスターや足跡マークに高い効果が

出た事に驚いている。 
誰もが汚そうとして汚しているわけではないが、汚

染の処理は本人様、家族様の負担となる。排泄動作の

確立は在宅復帰には必要な要素の一つ。利用者様全員

にポスターや足跡マークの効果があるかは分からない

が、一人ひとりの行動や生活歴、ＡＤＬなどたくさん

のことを確認しながらトイレでの排泄が自立できるよ

う生活支援していきたい。 

ポスター②+足跡

ポスター①

ポスター②

  いつもきれに使って頂きありがとうございます  

介護老人保健施設 きららの里 排泄委員会 

         〇入口 利香  山下 東星 

第36回上天草総合病院学会 最優秀演題発表 

汚染状況 図1 

図2 

図3 

図4 
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診療部長兼内科部長 

和田 正文 

編集後記 

○桜の季節になった。今年は晴れの日が続き、開花から一期に見ごろとなり、あちこちで満開の桜を見ることが

できた。病院から見える山の中にも気づかなかった桜が存在感を示している。新年度を迎え、病院の中にも春風

が吹き込んでくるようだ。（福田） 

研修会・勉強会の行事予定表 

４月１１日（水） 学研・基礎研修）バイタルサインでここまでわかる 
１７：３０～ 当院６階講堂 

４月１８日（水） 学研・中堅研修）臨床推論 ～ベッドサイドでどう進めるか～ １７：３０～ 当院６階講堂 

４月２７日（金） がんサロン 
１３：３０～ 当院６階講堂 

４月２４日（火） Web Live Seminar 
 講演「最大で最強の地域包括ケア病棟」 

    演者 地域包括ケア病棟協会会長・芳珠記念病院理事長 

               仲井 培雄 先生   

１８：２０～ 当院６階講堂 

医療施設の皆様の勉強会・研修会への参加をお待ちしています。 

参加申し込み・内容等については、地域医療連携室『TEL0969-62-1122（代表）』までお問い合わせ下さい。 

今年もまた、卒業の季節がやってきました。 
去る3月1日、上天草市副市長様をはじめ、講師の先

生や実習でお世話になった指導者様など、多数の来賓

の方に出席して頂き、第39期生の卒業式が盛大に、か

つ厳粛に執り行われました。 
最近では、袴やドレス姿で卒業式を行う学校もある

ようですが、「卒業式は実習で着たユニフォームでお

こないたい」という学生の希望があり、当校では現在

もユニフォームで卒業式をおこなっています。3年間

見慣れたユニフォームですが、この日は卒業生の姿が

とても凛々しく見えました。 
4月から、進学し助産師を目指す人もいますが、多

くの学生は就職し、社会人としてそれぞれの病院で仕

事をすることになります。 
このように成長し卒業という日を迎えられたのも、

講義や実習でお世話になった多くの皆様のおかげだと

感じています。本当にありがとうございました。 
最後になりますが、39期生の皆さん、御卒業おめで

とうございます。 
『個性がきらきら輝く39期生。翔け！』 

第39期生 卒業おめでとう   上天草看護専門学校   

   専任教員  溝口 浩子 

 平成30年3月29日、第91回熊本

医学会・県医師会医学大会が熊本

大学生命科学研究部付属 臨床医

学教育研究センター 奥窪記念

ホールに於いて開催され、当院の

和田正文診療部長が熊本医学会奨

励賞〈社会活動部門〉を受賞し講

演しました。この賞は、熊本大学

関連病院長が候補者を推薦し、教

授会にて審査され授与される栄 

誉ある賞です。 

和田先生の研究は 
①重症化し死亡することのあるマダニ媒介性疾患（日

本紅斑熱・SFTS・マダニ刺症）の多方面への啓蒙

活動及び多発地域での症例とマダニの疫学調査 
②熊本県の診断システムの構築とマダニ媒介性疾患の

診療 
です。誠におめでとうございます。 

 

           （ 事業管理者 蓮尾 友伸 ) 
 

『熊本医学会奨励賞を受賞しました』  
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4 月  診 療 案 内 

 月 火 水 木 金 休 診 日 
       

 

内   科 
  代謝内科 

  消化器内科 

  呼吸器内科      

樋口 定信 

和田 正文 

永田 洋介 

熊大代謝内科 

溝部 孝則 

和田 正文 

吉村 文孝 

永田 洋介 

樋口 定信 

担当医 

吉村 文孝 

中村 太造 

樋口 定信 

溝部 孝則 

和田 正文 

守田 雄太郎 

担当医／永田 

溝部 孝則 

担当医 

永田 洋介 

中本 弘作  

 

循環器内科  脇田 富雄 脇田 富雄 － － 脇田 富雄 
 

小児科  船曳 哲典 熊大 船曳 哲典 熊大 船曳 哲典 
 

外科・肛門外科  
消化器外科 福田 誠 城野 英利 

蓮尾 友伸 
 ／ 

福田 誠 
城野 英利 大堂 雅晴 

 

整形外科  
藤松 晃一 上原 悠輔 藤松 晃一 

【午後2時～】 

 國武 真史 

（井戸川 友樹） 

（胤末 亮） 

藤松 晃一 

 

※毎週木曜日（予約制）は午後2時から午後5時まで診察を行います。 
※毎週火曜日の診療開始は10時20分から、受付は11時までとなります。 

産婦人科    姫野 隆一 姫野 隆一 姫野 隆一 姫野 隆一 姫野 隆一 
 

耳鼻咽喉科  － 熊大 － 熊大 熊大 
 

眼科  粟井 麻衣子 竹下 哲二 竹下 哲二 竹下 哲二 竹下 哲二 
4/20㈮ 

※午後は、検査の予約外来です。ただし、月・水曜日は手術日です。 

皮膚科 － － － 尹 浩信 － 
 

泌尿器科 － 小川 愛一郎 － － － 
 

超音波・ 
内視鏡センター 

蓮尾 友伸 

城野 英利 

蓮尾 友伸 

福田 誠 

城野 英利 

和田 正文 

蓮尾 友伸 

福田 誠 

福田 誠 

城野 英利 

 

歯科・口腔外科  福田 敏博 福田 敏博 福田 敏博 福田 敏博 福田 敏博  

※午後は、１時～４時３０分まで受付けます。 

※診療受付時間は午前８時３０分～１１時３０分まで行います。 

※脳神経外科は月２回（第２、第４水曜日）の午後２時より診療を行います。（予約制） 

※歯科口腔外科は月～金の午後も診療を行います。 

教良木診療所 応援 担当医 中村 太造 応援 応援 吉村 文孝 

御所浦診療所 応援                       
竹下 哲二 
（午前） 

    


